
1

【AS例題】Expert_流体_ポンプ定常流

ポンプの羽を回転させ、ポンプ内の定常流を求める

材料：水

流入口

流出口
P=0



解析の開始

②

開始を選択

①



解析の種類

①

②

③応力のチェック
(デフォルト)を外す

④

⑤



材料の設定

①

②

③

① 応力のチェック(デフォルト)をはずす
② 流体にチェックをする
③ 種類のプルダウンを選択
④ Fluidを選択

④



材料の設定

①

②

① プルダウンをピック
② Water at 20Cを選択

名前が変更される
ｆ：流体



拘束条件

①

②

速度（壁の移動）
渦度（壁の回転）
圧力が指定できる

条件を与える形状



拘束条件

回転羽部を選択

速度0
回転-63

回転速度はrad/sで与える
1回転=2π(rad/s)=6.3(rad/s)



拘束条件

ポンプケース面の速度を0にする



拘束条件

ポンプ入出口の圧力を0に設定



デフォルトは-Z方向

１G設定

負荷条件



メッシュ作成

スライドバーで
メッシュサイズ設定



メッシュ作成＆解析実行



圧力コンタ
計算時間：約35S

（４CPU 64bit Xeonn3.3GHz 16GB Memory)

解析結果



選択項目によって
出力内容が変更できる

表示範囲を変更

チェックなし→Min値固定、Max値の調節可
チェックあり→Max値固定、Min値の調節可

表示したいコンタ範囲を
数値入力する

解析結果



解析結果

②右クリックメニューのツールバーより、
赤部の3つのツールバーを有効にする。

①解析終了後、ブランクスペースで
右クリックをする。

③ツールバーが表示される。



メッシュ面の透明/不透明メッシュ面の表示/非表示

メッシュエッジの表示/非表
示

メッシュ面：表示・不透明
メッシュエッジ：非表示

ツールバーメニュー［CAD表示］で表示を変更する

解析結果(表示変更)



③密度の値を入力する
②ベクトルの種類を

選択する

①流線に
チェックを入れる

流線を表示するため、流線密度を調節する。

スライドバーでも
調節可能

解析結果(流線表示)



メッシュ面：非表示・透明
メッシュエッジ：非表示

解析結果(表示変更)



メッシュ面：表示・透明
メッシュエッジ：非表示

解析結果(表示変更)



Shift+選択でカット
面定義ができる

断面の表示/非表示を選択し、
カット面を表示する

解析結果(断面表示)



解析結果(断面表示)

Shift+選択で
カット面定義ができる



カット面の回転
（ダイレクト編集ハンドル）

カット面の移動
（ダイレクト編集ハンドル）

解析結果(断面表示)
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